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自己受容 と他人受容 との関係についての

実 験 的 研 究 注1)

名 城 嗣 明

l 序 論

無掃示的心理療法の体系はロジャ-スの19の原理にまとめられているが,(7)その中に,個

人が他人を肯定的な態度で受容するか,あるいは否定的,拒絶的態度で受容するかは,その個

人が自己をどのような態度で受容するかによって決まるという意味の原理がある.この原理の

説明の中で,ロジヤ-スは ｢-････自己を受容する者は,この自己受容の故に,他人とのよりよ

い対人関係を持つ.｣(7)と述べている.

もしロジャースのこの原理が正しいならは,心理標準において二つの実用的意義が派生す

ち.その一つはクライエソトの他人に対する態度を変化させる為のテクニークを暗示すること

である.即ち自己受容度を増すようにし向けることが,他人受容度を増すことに通ずるとい う

論拠が出来て,そうする為の色々な具体的テクニ-クを考案する出発点になる.第二に,心理

療法の効果について評価する為の理論的基礎をもたらすことである.即ち自己受容度の増大が,

治療効果の尺度になる.

このロジャースの原理が正しいかどうかを実験的に検討した最初の報告はシ-ラ- (9)の

それである.この実験では記録されたカウソセ1)ソグの事例について,内容を分析し,カウソ

セリングの進展に伴って自己受容的内容をもつ応答の数が増し,同時に他人受容的な内容をも

つ応答の数も増し,この両者の間にはかなり高い相関が見られることを報告した.

カウンセリングの事例について同様な方法で実験された他の例 (8,ll)でも,やはり自己に

対する受容を示す度合と他人を受容する度合との間には高い横極的相関々係が存在するとい う

結論に達している,

これらの一連の研究に続いて,質問紙を用いて被験者の数をふやしたり (6),あるいは,早

に数をふやすはかりでなく年令や背景の異る色々なグループを包含するなど (1),実験方法を

改めて,同じ仮説にとりくむ研究が現れたが,いずれも自己受容度と他人受容度との間に高い

額極的相閑々係があることを認めた.しかし間もなくロジャ-スの原理に疑問を持つ者が次々

に出て来た.例えば,自己受容と他人受容との間に高い漬極的相関々係があることは認めるが,

自己を受容する者は同時に他人をも受容するとしても,そ ういう個人は必ずしも他人に受容さ

れるとは限らない (3,4).あるいは,自己を受容する者は,他人をも受容し,同時に他人から

も受容されていると考える傾向があるが,実際に本人が考えているほどに他人から受容されて

いるかどうかは別問題であり (3,4,5),そうなると,pジャ-スが述べている ｢･･.･･.自己を受

容する者はこの自己受容の故に,他人とのよりよい対人関係をもつ.｣とい うことが疑わしく

なる (4).自己受容と他人受容との間に高い溝極的相関が存在するとい う事は必ずしも,自己

を受容する者が一人のこらず他人をも受容することを意味するのではなく,商い自己受容度を

注1)この報告は-ワイ大学留学中,1961年5月に筆者が行なった実験結果のまとめである･
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示す者の中には低い他人受容慶を示す者も居る (3).自己受容度,他人受容鹿を測定する為の

尺度や,自分が他人に受容され七LTると思 うかど.5_かをたずねる為の質問舵などが次々に作成

され (1,2,6,10),さらに,実際に本人が考えているほどに他人から受容されているかどうか

を調べる為に ソシオメト･)-が併舟 されるなど (3,4)色々な方法が紹介されているが,今日

までの研究方法で一致している点は,相関係数によって変数間の関係を調べていることであ

る.同様な仮説について,新しい尺度を用いて,自己受容度の ｢高い｣,｢中間｣,｢低い｣とい

う3つのグループを選び,さらに新しいこゝろみでこの3つのグループ間の他人受容度の平均

差及び得点の分布を検定比較することがロジャースの仮説を,上記の相関比較法よりは直拝に

検証するものと思われる.

実験の目的及び仮税

自己受容度と他人受容度との間に高い潰極的相関々係が存在することがこれまでの色々な実

験で示されて釆たが,この関係を従来の相関係数によらずに,グル-プ問の平均差及び得点の

分布を検定比較によって調べて見ようとい うのがこの実験の目的であった.

この実験では特に,個人の自己受容度が,一時的に接触する集団にも反映するか否かを調べ

たい.そこで,具体的に次の仮説が立てられた.

｢自己受容尺度によって高い得点を示す者は,低い得点者よりも集Efl環境を好意的な態度で

受容する.｣

Ⅱ 方 法

1 被 験 者

被験者は一般教養課程の心理学概論のクラスに学ぶ男女大学生で,総員61名に第-テス トを

行い,下記の尺度によって選ばれた自己受容度の商い者,中間のもの,及び低い者,それぞれ

10名づつの計30名である.

2 尺 度

第一テストには自己受容-自己拒絶の度合を測定する為に作成されたスパイヴァックの尺度

(SpivackResponse-Form)(10)の縮小版を新たに作 り,これを用いた (AppendixI).

スパイダァック尺度の原型は66対の計132間から成 り,各対は同じ内容の間で,1間は自己

受容,他は自己拒絶に関達し,各対は互に隣接しない様に配置されている.この実験では問題

数を50に縮めた.25間は自己受容に,他の25間は自己拒絶に関連するものであるが,原型と異

なる点は,選ばれた50間がそれぞれ独立した内容を含んでいることである.短縮した事には次

の二つの理由がある.

1)スパイヴァックは尺度の原型が高い信粗度を持っている事を報告しるいること.

2)第-テス トでは時間的に制限を受けることが予想されていた.

尚尺度の原型は三段階法を用いてあるが,この実験では五段階法にした注2).

第二テス トに用いた尺度は,筆者が新しく作成した質問紙注3)で,集団環境下に於け る

注2)5段階法の尺度のそれぞれの位置の定義は Phillips(6)のそれにならった.
注3)この質問鰍ま二部から成り,第一部は3間について五段階法でチェックさせるもの,第二部は6対

の形容詞について,グルーブ討議のメンバーに当てはまるものをチェックさせるものである.
(AppendixⅡ)
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他人受容度の測定尺度を将来作成する場合の参考に供する為のものである.

3 実 施 手 挽

被験者から正直な応答を得る為に尺度の記入は無記名でさせた.しかし,あとの処理の為に

被験者が自分だけにしか分らない記号を書かせた.そして実験者は被験者の個人々々について

名前を知る必要が全くないこと,及びこの実験が/i-ソナリティ研究の為の新しい尺度の作成

を目的とすることを強調した.

第一テストを行って一週間後に第二テス トを実施した.第一テストによって選ばれた特定の

30名を引きはなして別室に集めることが,被験者に不安をひきおこさせるおそれもあるし,叉

あらかじめ選ばれた30名のうち欠席者が出た場合に備えて,第二テストもクラス全員に対して

行なった.第二テス トは二つの部分から成る.

1)先ず全員に,任意に 3名乃至 4名づつのグループを編成 させ,｢この大学のふんい気に

ついて｣とい う題目で10分間グループ討議をさせた.

2)討議を終ってからめいめいの席にもどして,前述の質問紙を配 り,第一テス トに使った

めいめいの記号と共に記入させた.

町 結 果

第一テス トの結果は Tablel に示された通 りで,三つのグループの平均得点は相互に1%

水準で有意の差を示した.

第-テス トに用いた尺度の得点可

能範囲は+100から-100までである.

この尺度で,自己受容度の高いグル

ープは85から50まで,中間のグルー

プは36から25まで,低いグル-プは

10から-10までのそれぞれの得点の

ひろが りを示した.平均は ｢高い｣,

｢中間｣,｢低い｣の三つのグループに

ついてそれぞれ62.3,30.5,2.5で

Tablel 第-テストによって選ばれた自己

受容度の異る三つのグループ

*三つのグループ間の差は相互にいずれも1%水準で有意
ある.この三つの平均の相互間の差

は夫々1%水準で有意である･ Table2 三つのグループが第二テストによっ

第二テス トの結果はTable2に示

された通 りである.三つのグループ

の第二テス トに於ける平均は,自己

受容度の ｢高い｣,｢中間｣,｢低い｣

の順でそれぞれ 6.3,3.9,及び4.5

である.相互間の差は有意でない.

次に第-テス トの結果からそれぞ

れのグループの得点のひろが り以内

人 数

他人受容
度 平 均

標準偏差

て示した集団環境下の他人受容度

*グループ相互間に有意差がない
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Table3 第二テストの前半の得点のみを考慮に入
れた場合の三つのグループの他人受容度

l

l｣
*第二表の人員をすべて含友,その上に各グル-プの
得点範囲にある者をすべてくり入れた.

**相互間の差は有意でない.

Table4 三つのプル-プが示した他人受容得点
(第三表の個人別得点表)

明

注4)にあ る者全 員をぬ き とり,

これらの人員をそれぞれのグループ

に くり入れて,改めて第二テス トの

結果をながめて見た (Table3).

はじめの各グループ10名づつが,今

度は自己受容度の高い者15名,中間

の者12名,低い者17名とそれぞれふ

えた.その平均は,自己受容度の高

い グルーペか ら順に 2.40,2.08,

1.41であるが,グループ相互間に有

意の差は見られなかった.この結果

を得るに当ってほ,第二テス トの質

問紙の後半を考慮に入れず,前半だ

けで算定した.後半は 6対の計12語

の形容詞から成る.完全にチェック

すれば 6づのチェックガ現れること

になっているが,被験者問にチェッ

クの数がまちまちで妥当性に欠ける

のでこれを考慮しないことにした.

その結果第 3表では第 2表に比べて

予測された方向がよりはっきり認め

られる,

Ⅳ 考察及び結論

第-テス トによる自己受容度の平

均測定値は,高い,中間,催いの三

つのグル-プ相互間に 1%水準の有

意差を示した.集団環境に於けるこ

の三つのグループの他人受容皮の平

均測定値は相互間に有意な差が見られなかった.

次に他人受容度質問紙の後半を妥当性に欠けるものとして除外した結果の測定値を求めたら,

隣接 したグル-プ相互間には有意差は見られなかった.しかし質問統全体について得た結果に

比し,前半のみについて得たこの結果においては平均値が自己受容度の高い,中間,低い,の

順 と大きさの一致を示し,方向がはっきりしている事が見られた.即ちこの実験に於ける仮説

を英づける方向にある.

この実験に於ける弱点の一つは被験者の数が少ないことであるが,それにもまして測定尺度

が充分に洗練されていないことが大きな弱点と思われる.尺度の性質,機能などがはっきり検

注4)荊述の,高いグループ (85から50まで),中間グルーブ (36から25まで),低いグループ (10から-10

まで).
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討されなければ,それを測定器具として用いた実験の結果についても,明確な結論は下せな

い.

次に従来行なわれた請実験の結果として得られた相関係数の意味も明確ではない.これらの

相関係数は自己受容と他人受容との間に明確な因果関係が存在するかどうかの根拠には必ずし

もならない.例えは,この実験に於て分類された三つのグループのそれぞれに,グループ内に

相当な他人受容度得点のひろが りがあ り,非常に高い自己受容度を示した者が非常に低い他人

受容度を示した り,あるいはその道の現象を示す者な どが認め られた (第4表参照).この

事が一体何を意味するかは明らかでないが,他人受容度を左右する要因は自己受容度とい う単

一のものだけではなく,はかにも重要な要因が存在することも考えられる.もしそ うだとすれ

ば,ロジャ-スの原理も修正を必要とすることになる.したがって,さらに一歩を進めて,令

グループ内に於ける他人受容度の個人差をもたらす要因が何であるかをはっきりさせる必要が

ある.従来の相関係数によるもの,この実験の方法によるもの 他ゝにも,色々な方法が考えら

れると思 うが,ロジャ-スの原理がどの程度に正しいかとい うことについて今後色々な研究が

着手されることを望む.

Ⅴ 要 約

これは,自己受容と他人受容の関係についてのロジャースの理論を検討する為に,従来の相

関係数を求める方法をとらず,グループ間の平均の差及びグループ内のひろが りを検定比較す

る方法でこ ろゝみた実験の報告である.被験者は心理学概論のクラスから選ばれた30名の男女

大学生である.これらの被験者はスパイダァック尺度の改訂版によって自己受容度の高い,中

間,低い,とい う3つのグループにそれぞれ10名づつが選ばれたのである.

第-テス トから一週間後に,これらの被験者に,集団環境に於ける他人受容度を測定する為

に実験者によって作られた質問続が配られ,応答が求められた.この他人受容度の,三つのグ

ループ相互間の差ほいづれも有意ではなかった.

次にこの質問紙の後半を除外して,前半のみについて結果を求めたら,三グループ間に仮説

を裏づける方向がはっきり見られた.即ち他人受容度の平均は,自己受容度の高い,中間,低

いグループの順に小さくなった.

この実験で,各グループ内にそれぞれ他人受容度得点の大きなひろが りが見られた.即ち高

い自己受容度を示す者が低い他人受容度を示した り,その道の場合などの現象である.この事

が何を意味するか明瞭ではない.しかし他人受容度に影響を与えるものは,自己受容度とい う

単一の変数だけではなく,他にも重要な要因が存在することが考えられる.もしそ うならロジ

ャースの原理も修正を必要とする.それ故に,一体,他人受容度に影響を与える要田は他にど

のようなものがあるか,一体各グループ内に於ける分散は何を意味するかとい うことが明らか

にされねばならない.
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